
「人が活きる 練馬・桜台」づくり 
 

人生の節目や、発達・老化など手に負えない、自身では気づかない生活ニーズ 

 

超富裕層の方々はどう解決しているのでしょう。解決法にヒントがありそうです。 

（欧米の超富裕層）銀行がサービス・コーディネーター。銀行の専任担当が寄り添い、情報収

集から解決までサポートしています（資産運用の付帯サービス）。顧客に対して“逃げない・向

き合い・寄り添う”。顧客の人、専門家の人、事業者の人、人と人とのつなぎがポイント。 

 

【人が活きる 練馬・桜台】 

本人や身近な人が困りごとや悩みに気づき、コーディネーターに相談すれば、情報収集か

ら解決までサポート。 

このまちにはいろいろな職種・業種の OB、主婦、兼業希望者など、知識・経験が豊かな

人が多くいます。世界とつながっている人もいます。その人たちと共にサポートします。 

超富裕層向けサービスの“いいとこ取り”と、（富裕層でない）庶民の弱点をカバーするしく

みです。共感・同情・人助けが満ち溢れ、助けられたり助けたりが溢れるまちを目指します。 

 

困りごとや悩みは一人ひとり異なります。また、気づきのあり・なしもあります。 

助けられたり、助けたりしませんか 

 

試行します。まずは、情報交換という人助け。 

○（助けられる）生活の場面と他の人から得たい情報 

○（助ける）生活の場面と他の人に提供できる情報 

 

聞こえ・住まい・相続を例に、地元専門家・事業者の協力の下、実際に役立つ情報提供や、地元企業に

対し提案を求める取り組みも行います。 

また、ご希望の方に役所の各種助成等の徹底活用情報を調査し提供する取り組みも行います 

 

まずは、裏ページのアンケートにご協力下さい 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事業体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

事業目的 人と人のつながりによる個人ニーズ顕在化試行 

事業主体 一般社団法人ファミリールネッサンス研究会 

     〒176-0002 東京都練馬区桜台 3-32-11 

     Tel 03-6767-7081 email: support@e-kazoku.net https://www.family-renaissance.or.jp/about/ 

フィールド・リーダー  練馬・桜台フィールド 末吉 一成 連絡先：上記に同じ  

   我孫子フィールド   太田 安則 連絡先：〒270-1147 千葉県我孫子市若松 136-11 

                                       Tel 04-7185-1094 email:abcota@peach.ocn.ne.jp 

当研究会メンバー、およびつながりのある専門家（集団） 

協力事業者（練馬・桜台フィールド）・・・※ご協力を戴ける事業者の方募集中 

 （住まい）㈱フジテックトーヨー住器（練馬区平和台）、株式会社 LIXIL  

 （補聴器）リオネットセンター城北（豊島区東池袋） 

 （相続)税理士法人東の丘会計（豊島区東池袋） 



アンケート 

回答返信 FAX 番号 03-6767-7081    【ご回答期限】 ２０２１年２月２８日 
 

一人ひとりの生活課題について人と人のつながりで解決していく仕組みづくりが大切と感考えています。 

 

１ 日常生活について気なることや他の人から得たいと思う情報、ほしい公的助成情報がありますか。 

該当するものに〇をご記入下さい。（複数回答可） 

 
※公的助成情報：練馬区・都・国の政策により無料化や助成などの経済的支援情報。 

 

２ 公的助成情報はひとりでは把握がむずかしいことがありますので、私共が調査・入手して提供いたします（無料）。 

ご希望の方は、 

・どのような公的助成情報か下記に記号（上表参照）に○をつけてご記入下さい。ただし、お一人 1 問。先着 50 名様。 

・調査・入手しましたらご連絡を差し上げます。設問４のご連絡先にご回答（記入）ください。 

 A  B  C  D  E  F  G  H  I  J  K  L  M  N  O  P 

右 欄 に

具 体 的

に 

 

 

 

 

３ 困っている人にとって役に立つ良い情報であれば人に伝え、話題にしますか？ 

□ 伝える □ 伝えない □ どちらでもない 

 

４ 私共からご連絡や情報を差し上げてもよろしいでしょうか？ 

□ 良い（承認）   

（ご連絡先） 

１ ご連絡先（下記のいずれかをご記入ください）（必須） 

電話番号                  FAX 番号                   

E-mail                                             
 

２ おなまえ（任意）                                         

 

３ 年代（任意） ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳代～ 

□ 断る（情報は要らない） 

ご協力ありがとうございました 

記
号

分類

A　健康（全般）
B　健康（とくに、聞こえ）
C　年金
D　医療
E　趣味・スポーツ・旅行・レジャー
F　食生活・食事サービス
G　在宅ケア・介護・家事援助
H　住まい・増改築
I　住宅手直し　
J　預貯金・資産運用・税金
K　相続
L　学習活動・文化的催し
M　心配ごと・悩みごと相談サービス
N　ICT（携帯電話、スマホ、パソコン）
O　おしゃれ・宝飾
P　その他（　　　　　　　　　　　）

生活場面  （助けられる）
他の人から情
報がほしい

   （助ける）
他の人に情報
提供してもよい

  （役所活用）
公的助成情報
がほしい


